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論 文 内 容 の 要 旨

また、粒子 数揺 らぎにつ いて も下記 の よ.うに定 義 して調 べた。
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そ の結果 、低 温で揺 らぎは小 さくな る傾 向に あるが 、μ=0.7で ノ=2/5の 時 は、揺 らぎ

は有 限 に残 る事 がわ かった(図2)。 これ は 、XYス ピンモデ ルに比 べSin創eσP1モ デ ルの

方 が基底 エネ ル ギー が低 く、基 底状態 に も、粒 子数 揺 らぎ が残 る事が影 響 して い る為

であ る。
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図2:Sh鱒eσP1モ デル の粒 子数揺 らぎ
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(2)で は,高 温超伝 導 のか」モデ ル に類 似 したボ ソンのモ デル であ るBosα 助 レ」モ デル を

元 に経路 積 分を用 い て、2つ のOP1変 数 を用い た、DoubleOP1モ デ ルの 導出 を行 った。

作用、4は以 下 のよ うに あ らわ され る。
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具 粒子 聞 相 互 作 用 で あ るc1項 につ い て はπ魎 雲m可 とな る 等 方Bo80ぬict-」 モ デ ル 、

7η矧 昌α砺 とな る異方性Bo3Q1オcレ 」モデ ル の2種 類 につ いて調 べた。結 果、等方Bo日oni℃

レ」モデ ル で は常磁性,反 強 磁性 の ほか に強磁性 ・超 流 動相,反 強磁 性 ・超 流動相 が 存

在す る ことがわ かった(図3)。 異 方性Boso欺 玉cレ」モ デル では 、常磁性,強 磁性,反 強磁 性

と強磁 性 ・超流 勤相 が存 在す る こ とがわかづた(図4)。 また反強磁 性 ・超流 動相 はホー ル

密 度が 高 い所 でのみ 発 生す る事が わか った。 また,2成 分 間の 引力 が不 十分 な場 合 は,

ボース粒 子 対の形成 に よる超 流動 は存在 しない こと も砲 認 され た。
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図3薄 方Bo静oni¢t・」モデ ル 凡 霜1の 時 の相構 造

図4:異 方性BGsopieも 一」モデルc3=0の 時 く左)¢3=20の 時{右)

さらに シ ミュ レーシ ョン方法 の改 善 と しては 下詑2種 類 の方法 を開発 した。

① マ ルチ カ ノニ カル法 の手 続 きの簡棄 化 とエネル ギ ーが2パ ラメー タ を含 む場 合へ の

拡 張[6]

(瑚 強 い ヒステ リシ スがあ る1次 転移 に対 して計算 の収 束 を早 める更新候 補 の選 択法 の

撮 案 囚

① では、マル チカ ノニ カル法 に よる状懲密度Ω(E)の 計算お よび、物理 量の計算 を1成 分

HCB系 の数値 計算 へ応用 を行 った。マル チカ ノニカル 法で はノ(E)蟹h1Ω(E)を 、エネル

ギー領 域 を萄割 し1次 関数 で近 以す る事 で求 める.こ の各 領城 にお いての関 数の決 め方
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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